
 

 

 

 

1961 年、愛媛県生まれ。1998 年

頃から宮古・八重山を含む沖縄地

域、2013年以降は奄美群島を含め

た南島地域のキリスト教史につい

て、フィールドワークによる文献

調査と聞き取り調査を重ねてき

た。近著に『南島キリスト教史入

門─奄美・沖縄・宮古・八重山の

近代と福音主義信仰の交流と越境

─』(シリーズ神学への船出 04)(新

教出版社、2018 年)があり、近代

以降の南島地域のキリスト教交流

史を研究。 

現在、帝京科学大学・医療科学部・

医療福祉学科教授。 

 
会場：沖縄キリスト教学院 シャローム会館 1-1 教室 

     〒903-0207 中頭郡西原町字翁長 777 

     お問い合わせ TEL 098-946-1279  E-mail ocpi@ocjc.ac.jp 
 

入場無料 ※予約は不要です、直接会場にお越しください。 

第 2 回 

沖縄・宮古・八重山に 
おける米軍による 
軍事占領と教会 

─1940 年代後半における地域社会とキリスト教─ 

講 師   一色 哲氏 

（帝京科学大学教授） 

 

著書 『南島キリスト教史入門』 

奄美・沖縄・宮古・八重山の近代と福音主義信仰の交流と越境 

はじめに 南島キリスト教の深さと広がり 

序 章 南島キリスト教史の構造と概要 

第 1 章 南島へのキリスト教?再?伝道と地域社会 

第 2 章 深化と抵抗からみた「民衆キリスト教」の形成 

第 3 章 南島キリスト教の広がりと越境 

第 4 章 南島発祥の「民衆キリスト教」の生成と定着 

第 5 章 南島の軍事化と試練に直面するキリスト教会 

 

沖縄キリスト教平和総合研究所連続講座Ⅶ 
 

2018 9/18 Tue. 

19:00～20:30 
 


